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高は約 4m である（第 1・2図）。
　平成 15 年度に実施した発掘調査では、井戸跡・流路・
溝・土坑等の遺構が検出され、珠洲焼・土師器皿・青磁・




































底部も同様で、小口側 11.5cm、割れ口側 6.5cm を測る。
丸木舟（b）は、残存長 178.4cm、最大幅 96.8cm、最












10m 程度と推測される（写真 3・第 4 図）。これは単材
の丸木舟としては大型の部類に入るものであろう。
図 1　鞍川 D遺跡位置図



















































場所にある 2 条の凹みで、長さ約 3cm、幅約 0.8cm、2

















































































図 5　丸木舟 (氷見市立博物館蔵 )と模式図























土遺物より 12 世紀後半～ 13 世紀前半と推測されてい
るが、井戸側材自体の放射性炭素年代は 8 ～ 10 世紀
を示しているという（富山県文化振興財団 2009）。ス
ギ製で幅 90cm、高さ 50cm、残存長 72cm を測り、高さ


















cal．AD1,010 ～ 1,160 という数値が得られており、ま
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